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【補正の内容】
【００６２】
　当然ながら、当業者であれば、その時々の要件や偶発的な要件を満足するために上述し
た本発明に様々な変更や変形を施すこと、例えば、閉鎖体と弁体との間にバイオネットカ
ップリングを設けることができ、いずれにせよ、これらの変更や変形の全ては添付の特許
請求の範囲により定まる保護範囲内に含まれる。
　以下、本発明に含まれる態様を記す。
　〔態様１〕　自転車の液圧ブレーキシステムに用いられるブリードバルブ（１０）であ
って、
　－ブレーキキャリパー（２００）の座部（２０２）に回転自在に挿入可能であり、かつ
第１の端（１１ａ）と、第２の端（１１ｂ）と、前記第１の端（１１ａ）において開口し
た軸方向内部空間（１６）と、を備える弁体（１１）であって、前記弁体（１１）が、さ
らに、前記第２の端（１１ｂ）の近傍にあり、かつ前記軸方向内部空間（１６）と流体連
通している径方向ダクト（１８）を備え、前記弁体（１１）が、レンチによって係合され
るように構成された径方向外側表面（１４）を具備する前記第１の端（１１ａ）にヘッド
（１２）を備える、前記弁体（１１）と、
　－前記弁体（１１）の前記ヘッド（１２）に挿入可能なヘッド（５１）を具備する端部
（５０ａ）を有する閉鎖体（５０）であって、前記閉鎖体（５０）の前記ヘッド（５１）
が、操作具によって係合されるように構成されたブラインドキャビティ（５４）を備える
、前記閉鎖体（５０）と、を備え、
　－前記弁体（１１）の前記内部空間（１６）が、前記内部空間（１６）内に前記閉鎖体
（５０）を着脱可能に保持するように構成された、前記閉鎖体（５０）に作用する連結部
材（１７）を備える、ブリードバルブ。
　〔態様２〕態様１に記載のブリードバルブ（１０）において、前記連結部材（１７）が
、前記内部空間（１６）を少なくとも部分的に形成する前記弁体（１１）の径方向内側に
ねじ付きの円筒壁を備え、前記閉鎖体（５０）が、前記円筒壁のねじ部と係合するように
構成された径方向外側ねじ部を具備する円筒部（５３）を備える、ブリードバルブ。
　〔態様３〕態様１または２に記載のブリードバルブ（１０）において、前記弁体（１１
）の前記ヘッド（１２）が前記内部空間（１６）の入口開口（１５）を備え、前記入口開
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口（１５）は径方向内側に広がっており、前記閉鎖体（５０）の前記ヘッド（５１）は、
前記入口開口（１５）と軸方向に当接するように相補形状を有する壁を備える、ブリード
バルブ。
　〔態様４〕態様１から３のいずれか１態様に記載のブリードバルブ（１０）において、
前記弁体（１１）の前記第２の端（１１ｂ）が円錐台形の外側表面を備える、ブリードバ
ルブ。
　〔態様５〕態様１から４のいずれか１態様に記載のブリードバルブ（１０）において、
前記弁体（１１）が、第１のねじ部と、前記第１のねじ部に対する第２の軸方向内側部分
において、Ｏリング（２２）を受けるための環状のスロート（２１）とを有する径方向外
壁（１９）を備える、ブリードバルブ。
　〔態様６〕自転車の液圧ブレーキシステムのブリードバルブに用いられる液圧取付具（
１００）であって、
　－フレキシブルチューブを受けて保持するように構成された締結リップ（１０２）を具
備する第１の端部（１０１）と、
　－操作具によって係合されるように構成された径方向外側表面（１０５）を有する中央
部（１０４）と、
　－ブリードバルブのねじ付き空間に螺合するように構成されたねじ付き外側表面（１０
７）を有する第２の端部（１０６）と、を備え、
　－前記第１の端部（１０１）、前記中央部（１０４）および前記第２の端部（１０６）
を軸方向貫通孔（１１０）が通っている、液圧取付具。
　〔態様７〕態様６に記載の液圧取付具（１００）において、Ｏリング（１０９）によっ
て係合される環状のスロート（１０８）を備え、前記環状のスロート（１０８）が前記中
央部（１０４）と前記第２の端部（１０６）との間に配置されている、液圧取付具。
　〔態様８〕態様６または７に記載の液圧取付具（１００）において、前記第１の端部（
１０１）が、フレキシブルチューブを受けて保持するように構成された一連の楔形表面（
１０３）を備える、液圧取付具。
　〔態様９〕自転車の液圧ブレーキシステムに用いられるキットであって、
　－態様１から５のいずれか１態様または複数の態様に記載のブリードバルブ（１０）と
、
　－態様６から８のいずれか１態様または複数の態様に記載の液圧取付具（１００）と
を備える、キット。
　〔態様１０〕自転車の液圧システムに用いられるブレーキキャリパー（２００）であっ
て、態様１から５のいずれか１態様または複数の態様に記載のブリードバルブ（１０）を
備え、前記ブリードバルブ（１０）が、前記ブレーキキャリパー（２００）の軸方向外側
表面（２０１）上に配置されている、ブレーキキャリパー。
　〔態様１１〕態様１０に記載のブレーキキャリパー（２００）において、前記ブリード
バルブ（１０）が、前記ブレーキキャリパー（２００）の２つのアクチュエータピストン
間に液圧配置されている、ブレーキキャリパー。
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